
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】 
2024年問題（トラック輸送力不足・物流コスト上昇）への対応として、唐津港では、東港を中心に RORO航路の就航を見据えた岸
壁整備や航路浚渫が進められるなど、港湾機能の高度化が進んでおり、伊万里港でも、トラック輸送力不足や物流コスト上昇を背
景に、RORO航路誘致への機運が高まりつつある。

唐津港・伊万里港RORO航路誘致検討業務

事業概要

事業内容

協議会名：佐賀県港湾モーダルシフト推進協議会

県や市・港湾振興団体・物流事業者などが連携し、広域的なRORO航
路誘致に向けた“物流量の可視化”、“利用ニーズの整理”、“航路利用
実現可能性の検証”を行い、将来的な定期航路開設の実現に向けた
基礎資料を整備する。
※RORO船…貨物を積載したトラックやトレーラーがそのまま船内へ乗り降りできる貨物船
※RORO航路…RORO船を使用してトラックやトレーラー等を輸送する海上輸送サービス

Point
〇次年度以降のスケジュール（予定）
【令和9年度】
事業の結果及び航路モデル案を踏まえ、具体的な実証運行（ト
ライアル輸送）の実施に向けて、各船社及び荷主と協議・調整

【令和10年度】
実証運行（トライアル輸送）開始、運行後の状況をヒアリングし、

課題・改善要望を整理
【令和11年度】 
各船社と協議・調整を行い、定期航路化

想定事業実施効果

協議会構成員
佐賀県、佐賀県唐津港利用促進協議会、松浦
通運株式会社、佐賀県伊万里港振興会、株式
会社奈雅井、唐津市、伊万里市

4,000トン／寄港の貨物の関東および関西、沖縄方面へ
定期輸送が可能となり、以下の効果が見込まれる。
・ＣＯ₂排出削減、ドライバーの労働環境改善

・輸送の安定性向上、長距離輸送の効率化
・地場企業の物流競争力向上、新規企業立地の促進
・港湾機能の高度化・利用拡大
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